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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月29日(2012.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　独立に着脱可能な複数の記録ヘッドを用い、前記複数の記録ヘッドからインクを吐出す
ることにより画像を記録するインクジェット記録装置であって、
　前記複数の記録ヘッドそれぞれの着脱を検出する検出手段と、
　前記複数の記録ヘッド単独の着弾位置のずれおよび前記複数の記録ヘッドのうちの２つ
の記録ヘッド間の着弾位置のずれを調整するためのパターンを記録するパターン記録手段
とを有し、
　前記パターン記録手段は、着脱された前記記録ヘッド単独の着弾位置のずれおよび着脱
された前記記録ヘッドを含む記録ヘッド間の着弾位置のずれを調整するためのパターンの
みを記録することを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　前記２つの記録ヘッド間の着弾位置のずれは、所定の方向に隣接する記録ヘッド間の着
弾位置のずれを調整するための調整値の組み合わせに基づいて調整されることを特徴とす
る請求項１に記載のインクジェット記録装置
【請求項３】
　前記複数の記録ヘッドはそれぞれ個体情報を格納したメモリを有し、
前記検出手段は、着脱前後の前記記録ヘッドの個体情報に基づいて当該着脱された記録ヘ
ッドが再装着された記録ヘッドであるかを検出し、
　前記検出手段によって着脱された前記記録ヘッドが再装着された記録ヘッドと検出され
た場合、前記パターン記録手段は着脱された前記記録ヘッド単独の着弾位置のずれを調整
するためのパターンを記録しないことを特徴とする請求項１または２に記載のインクジェ
ット記録装置。
【請求項４】
　前記複数の記録ヘッド単独の着弾位置のずれは、前記記録ヘッドが走査方向の往方向お
よび復方向で吐出されたインクの着弾位置のずれであり、
　前記２つの記録ヘッド間の着弾位置のずれは、前記２つの記録ヘッド間の前記走査方向
の着弾位置のずれであることを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載のインク
ジェット記録装置。
【請求項５】
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　前記記録ヘッドはインクを収容するためのインクタンクと一体に構成されていることを
特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項６】
　前記パターン記録手段によって記録されたパターンを読み取ることで調整値を取得する
読取手段を有することを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載のインクジェッ
ト記録装置。
【請求項７】
　前記調整値に基づいて、前記複数の記録ヘッドからのインク吐出タイミングを変化させ
る吐出タイミング制御手段を有することを特徴とする請求項６に記載のインクジェット記
録装置。
【請求項８】
　前記読取手段は、発光体と受光体とで構成された光学センサであることを特徴とする請
求項６または請求項７に記載のインクジェット記録装置。
【請求項９】
　独立に着脱可能な複数の記録ヘッドを用い、前記複数の記録ヘッドよりインクを吐出す
ることにより画像を記録するインクジェット記録装置におけるインクの着弾位置調整方法
であって、
　前記複数の記録ヘッドそれぞれの着脱を検出する検出工程と、
　前記複数の記録ヘッド単独の着弾位置のずれおよび前記複数の記録ヘッドのうちの２つ
の記録ヘッド間の着弾位置のずれを調整するためのパターンを記録するパターン記録工程
とを有し、
　前記パターン記録工程では、着脱された前記記録ヘッド単独の着弾位置のずれおよび着
脱された前記記録ヘッドを含む記録ヘッド間の着弾位置のずれを調整するためのパターン
のみを記録することを特徴とする着弾位置調整方法。
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